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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 15,925 23.7 178 △26.3 225 △6.6 73 △52.2
23年3月期第3四半期 12,873 2.6 241 △4.3 241 △9.2 153 5.4

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 △9百万円 （―％） 23年3月期第3四半期 126百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 15.44 ―
23年3月期第3四半期 31.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 8,887 3,788 42.6
23年3月期 8,723 3,876 44.4
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  3,784百万円 23年3月期  3,871百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
24年3月期 ― 0.00 ―
24年3月期（予想） 10.00 10.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,500 19.9 200 △14.0 250 7.0 80 △46.2 16.81



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については「添付資料」Ｐ.３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧く
ださい。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 5,257,950 株 23年3月期 5,257,950 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 520,346 株 23年3月期 378,346 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 4,766,004 株 23年3月期3Q 4,879,604 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益は東日本大震災の影響により依然として厳しい状況で
推移しており、倒産件数も緩やかには減少しているものの、失業率は高い水準にあり、雇用情勢は厳しい状況が続い

ております。また、欧州における政府債務危機が金融システムや金融資本市場に影響を及ぼしていること等から海外

景気の下振れ懸念や、電力問題、原子力災害問題などに加え、デフレの影響などから国内景気の押し下げ懸念もあ

り、先行きの不透明感から個人消費市場は厳しい状況で推移しました。 

当社の事業領域のうち、映像ソフト市場におきましては、映画興行収入は震災の影響によるレジャー産業への自粛

などにより、前年に比べ減少しているものの、ＤＶＤレンタル市場は手ごろな娯楽として定着し、レンタル店におけ

る売上高も比較的堅調に推移しました。 

音楽ソフト市場におきましては、韓流ブームが続くなか、Ｋ－ＰＯＰに人気が集まっておりますが、音楽配信にお
いても伸びが止まり減少傾向に移り、市場全体としては厳しい状況が続いております。 

コンシューマーゲーム市場におきましては、昨年12月にソニーコンピューターエンターテインメントより新型の携

帯型ゲーム機「Ｐｌａｙ Ｓｔａｔｉｏｎ Ｖｉｔａ」が発売され話題を呼びました。また、任天堂から発売されて

いる「ニンテンドー３ＤＳ」が昨年８月に大幅値下げされ、年末商戦において販売台数を伸ばす等、市場全体として

は比較的堅調に推移しました。 

このような環境のもと、当社は一昨年の12月に株式会社アイ信の映像ソフトの卸売事業を譲り受け、映像ソフト市

場におけるシェアの拡大と当社グループ全体の業務効率の向上に努めました。 

また、昨年５月13日付で100％子会社のリングフリージャパン株式会社の事業目的と商号を株式会社メディアネッ
トワークソリューションズ（以下「ＭＮＳ」）に変更し、テレビ放送の地デジ化に伴う、シティホテルやビジネスホ

テル等が行う衛星放送を利用した館内有料放送サービスのデジタル化に必要な機器、システム及び衛星放送向け高画

質映像コンテンツの販売事業を新たに開始しました。 

以上の結果、売上高は15,925百万円（前年同期比23.7％増）と前年同期を上回ったものの、事業の譲受に伴い事業

の統合（２ヶ所あった東京、大阪の各営業所をそれぞれ１ヶ所に統合しました。）、業務の合理化を進めましたが、

利益率の高い商品の取扱高が少なかったこととＭＮＳの事業開始に伴う経費の支出等により、営業利益は178百万円

（前年同期比26.3％減）と前年同期を下回る結果となりました。また、営業外収益において、有価証券売却益を計上

したことにより、経常利益は225百万円（前年同期比6.6％減）となりました。なお、法人税率の変更に伴い繰延税金
資産を取り崩したこと、子会社の欠損金に対して繰延税金資産を計上していないこと等により、四半期純利益は73百

万円（前年同期比52.2％減）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①卸売事業 

ａ．音楽映像ソフト 

当部門の売上高は、音楽ソフト市場が厳しい状況で推移するなか、株式会社アイ信の映像ソフトの卸売事業を譲

り受け、映像ソフト市場のおけるシェアの拡大に努めたことにより、11,355百万円（前年同期比33.2％増）となり

ました。 
ｂ．コンシューマーゲーム 

当部門の売上高は、昨年末にソニーコンピューターエンターテインメントより新型の携帯型ゲーム機「Ｐｌａｙ

Ｓｔａｔｉｏｎ Ｖｉｔａ」が発売されるなど比較的堅調に推移した結果、2,580百万円（前年同期比1.6％増）と

なりました。 

Ｃ．関連商品 

当部門の売上高は、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ等の記録メディアの売上が減少するなか、前期より新たに開始したレ

ンタル店向サービス「ＣＴＳ（ＣＳＬｏｇｉｎｅｔ Ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍの略称で、対象商品

のレンタル店における貸出実績に応じて、その売上を店舗と権利者でシェアするサービス）」の売上高が加わった
ことにより、536百万円（前年同期比43.8％増）となりました。 

ｄ．その他 

当部門の売上高は、ゲームソフト、音楽映像ソフトメーカーの物流受託業務を行うＴＰＬ事業において、一部取

引先の事業縮小等があり、497百万円（前年同期比4.7％減）となりました。 

以上の結果、卸売事業全体の売上高は前期比25.1％増の14,968百万円となりました。 

②小売事業 

当部門の売上高は、既存店の売上が減少するなか、株式会社アイ信の卸売事業に合わせ、同社の直営店２店舗を譲

り受けたことにより、956百万円（前年同期比4.8％増）となりました。   

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は8,887百万円となり、前連結会計年度末に比べ163百万円の増加となりま

した。また、純資産の残高は3,788百万円となり、88百万円の減少となりました。 

イ．資産 

流動資産においては、前連結会計年度末に比べ406百万円増加した5,421百万円となりました。主な要因は、た

な卸資産が減少したものの、受取手形及び売掛金の増加額が多かったことによります。 

固定資産においては、243百万円減少した3,465百万円となりました。主な要因は、投資有価証券の減少による

ものです。 

ロ．負債 

流動負債においては、643百万円増加した3,883百万円となりました。主な要因は、支払手形及び買掛金と短期

借入金の増加によるものです。 

固定負債においては、391百万円減少した1,215百万円となりました。主な要因は、長期借入金及び社債の減少

によるものです。 

ハ．純資産 

純資産においては、88百万円減少した3,788百万円となりました。主な要因は、その他有価証券評価差額金の

減少によるものです。 

   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年３月期の連結業績予想につきましては、平成24年２月９日に「業績予想の修正に関するお知らせ」にお

いて平成24年３月期の連結・個別の業績について修正しております。 

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。   

   

該当事項ありません。   

   

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,178,747 1,132,139 

受取手形及び売掛金 2,388,381 3,034,807 

有価証券 208 254 

たな卸資産 1,262,611 916,337 

その他 206,520 350,653 

貸倒引当金 △21,782 △12,561 

流動資産合計 5,014,686 5,421,630 

固定資産   

有形固定資産 660,637 666,577 

無形固定資産   

のれん 196,916 132,466 

その他 118,969 156,375 

無形固定資産合計 315,885 288,841 

投資その他の資産   

投資有価証券 1,217,596 973,191 

敷金及び保証金 1,030,742 1,001,222 

その他 487,902 551,939 

貸倒引当金 △3,771 △15,879 

投資その他の資産合計 2,732,469 2,510,474 

固定資産合計 3,708,992 3,465,893 

資産合計 8,723,678 8,887,524 



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,563,266 3,012,673 

短期借入金 － 300,000 

未払法人税等 48,209 104,853 

賞与引当金 47,539 23,784 

その他 580,799 442,501 

流動負債合計 3,239,815 3,883,812 

固定負債   

社債 171,200 142,400 

長期借入金 967,982 607,314 

役員退職慰労引当金 273,749 286,848 

その他 194,071 178,583 

固定負債合計 1,607,003 1,215,146 

負債合計 4,846,818 5,098,959 

純資産の部   

株主資本   

資本金 598,510 598,510 

資本剰余金 545,000 545,000 

利益剰余金 2,953,817 2,978,626 

自己株式 △112,553 △142,231 

株主資本合計 3,984,775 3,979,906 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 128,855 46,731 

土地再評価差額金 △241,827 △241,827 

その他の包括利益累計額合計 △112,972 △195,095 

少数株主持分 5,056 3,753 

純資産合計 3,876,860 3,788,564 

負債純資産合計 8,723,678 8,887,524 



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 12,873,535 15,925,522 

売上原価 11,370,806 14,083,941 

売上総利益 1,502,728 1,841,580 

販売費及び一般管理費 1,261,013 1,663,342 

営業利益 241,715 178,238 

営業外収益   

受取利息 4,480 2,991 

有価証券売却益 6,957 51,486 

その他 13,053 12,572 

営業外収益合計 24,491 67,049 

営業外費用   

支払利息 10,137 11,851 

為替差損 10,124 4,797 

その他 4,839 3,514 

営業外費用合計 25,100 20,163 

経常利益 241,106 225,124 

特別利益   

保険解約返戻金 1,467 17,902 

その他 － 2,601 

特別利益合計 1,467 20,504 

特別損失   

投資有価証券評価損 2,999 32,179 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2,958 － 

事務所移転費用 2,920 － 

その他 551 2,180 

特別損失合計 9,431 34,359 

税金等調整前四半期純利益 233,142 211,269 

法人税、住民税及び事業税 81,350 142,666 

法人税等調整額 △1,120 △3,698 

法人税等合計 80,230 138,967 

少数株主損益調整前四半期純利益 152,912 72,302 

少数株主損失（△） △916 △1,302 

四半期純利益 153,829 73,605 



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 152,912 72,302 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △25,999 △82,123 

その他の包括利益合計 △25,999 △82,123 

四半期包括利益 126,913 △9,821 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 127,830 △8,518 

少数株主に係る四半期包括利益 △916 △1,302 



 該当事項はありません。   

   

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  
卸売事業 
（千円） 

小売事業 
（千円） 

合計（千円） 

売上高       

  外部顧客への売上高  11,960,797  912,738  12,873,535

  セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  13  13

計  11,960,797  912,751  12,873,549

セグメント利益又は損失(△)  567,427  △44,156  523,270

      利益       金額(千円) 

報告セグメント計    523,270

 セグメント間取引消去  △11

 のれんの償却額  △9,174

 全社費用(注)  △272,369

四半期連結損益計算書の営

業利益 
 241,715



Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

   

   

該当事項はありません。   

   

   

該当事項はありません。   

   

   

  
卸売事業 
（千円） 

小売事業 
（千円） 

合計（千円） 

売上高       

  外部顧客への売上高     14,968,884      956,637     15,925,522

  セグメント間の内部売上高

又は振替高 
    －      －      －

計      14,968,884     956,637       15,925,522

セグメント利益又は損失(△)  504,455      △41,553  462,901

      利益       金額(千円) 

報告セグメント計  462,901

 のれんの償却額     △9,174

 全社費用(注)       △275,488

四半期連結損益計算書の営

業利益 
    178,238

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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